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　花 田不 耕起 直播栽 培 した Fl 品種 （MH2003 ，　 MH2005 ） の 地 ⊥ 部生 育，株 あ た り押 し倒 し抵 抗値，収 量 構 成 要 素 お よ

び玄米 の 外観 品質 と食 味成分 に つ い て 検討 した．施肥 条fi’は1，P 区 とBBO56 区 と した．施 肥 の 種 類 に よ っ て 草 丈 の 伸 長 に

有意 差 が認 め られ，MH2005 はLP 肥 料 の 使用 で 草丈 の 抑制効 果 が認 め られ た．　 F ］品種 は 押 し倒 し抵 抗 値 が 高 く，倒 伏

耐 性 に優 れ て い た．2 品種と も優れ た登 熟特性 を示 して い た．F1 品種 は極 晩生 品種 で あ る が，北 陸地方 に お け る 乾 田不

耕起 直播 栽 培が 可 能 で あ る と 判 断 され た．

　Aboveground 　growthes，　 Iodging　resistance ，　 yield　 and 　 yield　 cornpornents 　 and 　 grain　qua ！itY　of　FI　rice

cv ．　 MH2003 　and 　MH2005 　grown 　in しhe　no ．Li1⊥age 　direct　seedlng 　on 　well −drained　paddy 　field　were 　discussed．

P 上ant 　length　of 　MH2005 　grown 　with 　LP 正erLilizer 　was 　singificantly 　decreased　co 皿 pared 　to　BBO56 　fertilizer

plots ．　 Lodging 　resistance 　of　Fl　eu ］．tivars 　was 　high．　MH2003 　and 　MH2005 ，しhough 　ex 七reme ］y 　laしe　maturing ，

showed 　good 　 adaptab ｛！j七ies　to　no −tilla菖e　direct　sceding 　Qn 　we11 −drained　paddy 　field　in　Hokuriku 　district
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　水稲 の F1 品 種 は，　 hybrid　 vigor に 由来 し た 多 収 が 期 待

で き る と考 え られ て い る．中国 で は Fl 品種 の 作付け面積

が 多 く，食料供給 に 関 して は大 き な 貢1猷を 果 た して い る こ

とか ら，F1 品種 の 多収性 が 評価 さ れ て い る．中国 に お け

るFl 品種 の 作付 け は全 水 田r　lntの 半分 に あ た る 1，700ha

に 及 ん だ こ と もあ り，収量 で 20〜30％ の 増加 が 報告 さ れ て

い る，

　本試験 に 用 い た Fl品種 は，1994年 に 三 井化学   が 育 成

した品種で ， 父 親は中国品種で イ ン デ ィ カ 系の 遺伝子 が 1

／4 入 っ て お り ， 母親 は 日本種で あ る．稈長 が 1 皿 前後 と

長 く，太 い 茎 を持 っ た大型 の 草姿を 示 して い る，普通 品種

よ り茎 数 は少 な め で 1穂 の 着粒数 は極 め て 多 い 特徴 を持っ
，

極晩生 品種 で あ る．20DO年 3月29凵種苗法 に 基 づ き品種 登

録 さ れ，「み っ ひ か り」 シ リ
ーズ の 1

．
2003」 と 「2005」 と

な っ た，

　環境保全型農業を 実践す る こ と が 世界的 な 方向 と な っ て

い る現 在，収量 性 と 環 境保全 を 同 時 に 実現 さ せ る 農業休系

を構築す る こ とが 必要とな っ て い る，本研究で は ，
1）北

陸地 方 に お け るF1 品種 の 乾 田不耕起直播栽培の 可 能性 に

っ い て ， 2）供試 し たF1 品種 の 生 育特性 に つ い て ， 特 に

地 上 部 生 育 に っ い て ，3） LP 肥料 の 効果 に つ い て 等 の 項

日を 通 して ，北陸地方 に お け るF1 品種 の 栽培可能性 に っ

い て ，収量 お よ び収量構成要素 を含 め た 地 lt．ZZ生育 に っ い

て 検討 し た ，

　　　　　　　　　 材料 お よ び方法

　実験は ， 1999年 に 前述 の F1品種，
　 MH2003 お よ び MH20

05を 用 い て ， 石 川 県農業短 期大学 内 の 圃場に お い て 実施 し

た．播種 は 4 月231．1に 「み の る歩行 2条不耕起直播機」 を

用 い て 行 い，株 間15cm，条間30cmと して ， 1穴 あ た り 5 〜

6 粒 の 播種密度 と し た ．施肥 は LP40 区 とBBO56 区 の 2 処

理 区 と した ． 4 月27目 に 基肥 を 施用 した ．追肥 は 珪 酸 カ リ
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を施用 し，穂肥 はLP 有機060号 を 使用 した ．5 月 2 日 に 入

水 し，穂 肥 は 7 月16日 に 施用 した．

　登 熟 期 間 中 に お け る 葉色 低下 が 著 しか っ た た め， 9 月24

日 に 尿素 を散布 し た，そ の 他 の 管理 に っ い て は慣行法 に準

じて 行 った．乾田不耕起直播 を 他 の 栽培方法 と比較 して 検

討す る た め，F1 品種 の 湛水直播栽培 お よ び 移植栽培試験

も実施 した．湛水土巾散播 （湛直）栽培は石川 農短大 の 圃

場 に て 実施 し （第 1表），慣行法 に よ る移植栽培 は ，金 沢

人学教育学部角 間 農場 に お い て 実 施 し た．施肥 お よ び管 理

状況 は 第 2 表 に 示 した 通 りで あ る．

　地上部 の 生育調査 は 条 に そ って 1m の 長 さ （各 2 箇所）

を 決 め ， 11n の 間 に 生 育 す る全 株 を 対象 と して 実施 した．

条 1m 内の 茎 数 　1 皿 の 聞 に 生育す る 任意 の 5 株 の 草丈，

葉色 （SPAD 値） を 継続調査 した． 9 月27日 に は，各栽 培

第 1表　 F1品種 の 栽培管理 概要

処 理 区 の 各 々 50株 に つ い て，株 あ た り 倒伏抵抗値 （大起 ，

DIK −7400型 ） を 測定 した．収穫後 に 収量構成要素を測定

した．玄米 お よ び 精白米 の 外観品質 お よ び 食味 は，近赤外

食味分析計 （静岡製機，GS −2000） の 測定結果 を 用 い て 評

価 し た．

実 験区 　　肥 料 の 種 類　肥料名 ［成分 ％ 】 施 用量

（kg／1Oa）

　　　　　　　　　 結果 お よ び 考 察

1．茎数

　生育 に 伴 う条 1m 内の 茎 数変化 を 第 3 表 に 示 した．　 LP

40区 と BBO56 区 を 比 較 す る と，　 MH2005 の 場合， 7 月27 日

の BBO56区で は 163木で あ る の に 対 し，　 LP40 区 で は 93，5本
で あ り，BBO56区で の 茎 数 が 有意 に 多 か っ た （P ＜ 0．05）．
一
方，MH2003 で は 施肥 の 違 い に よ る 有意 な差 は 認 め られ

な か っ た．生 育全 般 を考 え る と，茎数 はBBO56 区 で 多 い 傾

向 が 認 め られ た ．ま た，F1 品 種 間 に は 有 意 な 差 異 が 認 め

られ な か っ た．

LP40 区 基矼巴　　　　しP40［40−0−0］
　 　 　 PKO8 ［〔｝

−20−18】

936

追肥 　　　珪酸カ リ［0−0−17］ 36

穂剛巴　　　　LP有機 060 号 ［20−6−10］ 4Z

BBO56 区 　 　 基 肥 　 　 BBO56 ［10−25−161 36

追肥 　　 珪酸 カ リ［O
−O−17】 36

穂肥 　 　 LP有機 060 号［20−6−10】 42

［成分 ％］： ［N −PgO 、−K ，0 ］

第 2表 湛水直播栽培および慣行移植栽培 の 概要

湛水直播栽培

実験 区 　　　 肥 料の 種顕 　　　肥 料名 施用 量

（kglTOe）
湛 直区　　　 基肥 LP40PKOS 50乳

3

追肥 珪酸 力 リ

LP有機 050 号

6533

慣行移植栽培

実験区　　　 肥 料の礪類

侈植区 　　 　基 肥

肥料名

BBO56

珪酸 カ リ

施 用量 （kg／leB ｝

OO33

τ

2 ．草丈

　草丈 の 変化 を第 4 表に 示 した．MH20 〔〕5で は ， 7 月 16 凵

以 降BBO56区の 草丈 が LP 区 よ り も有意 に 高 く推移 し た．

しか し，MH2003 に 関 して は，施肥 の 違 い に よ る 有 意 な 差

は 認 め られ な か った．BBO56 区 に お け る 7 月27 日以 降 の 草

丈 は，MH2005 が MII2003 よ り も高く推移 し ， 有意 差 が 認

め られ た，一
方，LP40 区 で は ， 7 月16 日 ま で は MH2003

の 草丈 が 有意 に大 きか っ た が ， そ の 後 ， 有意 な 差 は 認 め ら

れ な くな っ た．MH2005 の 場合 ，
　 LP 肥料 を 施用 す る こ と

で 草丈 の 抑制 が 可能 で あ る と考え られ た．

3 ．SPAD （葉色）

　葉 色 変 化 を S⊥⊃AD 値 で 表示 し第 5 表 に 示 し た ．　 MH2005

で は，SPAD 値 に よ る 葉色 に 有意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た．

しか し，絶対値 と して の SPAD 値 は生育期間を 通 し て 小 さ

く推移 して い た こ とか ら，本栽培条件下 で は施肥 量 が 不足

して い た と判断 さ れ た，

追肥 ｛7！15｝　　 日の 本 2号 【IZ −10−15］

追肥 〔7／30 ｝　　 日の 本 Z号 ［1Z
−10−15］

　 　 　 　 　 P

　 　 　 　 　 K

388

［成 分％］： ［N −P ±O ．rK20 ］

4 ．1到伏抵抗値

　穂揃 い 期 に お け る株 あ た りの 押 し倒 し抵抗値 を測定 し た．

各処 理 区 と も，各 々 50株 の 押 し倒 し抵抗値 を測定 し た．反

復数は 2 回 と した． 1穂あ た りの 押 し倒 し抵抗値を第 6表

第 3表 茎 数 の 推移

実験区 調　査 　日

6！30 7／16 7！27 8／12 9／14

2005200320052003LP40LP40BBO56BBO5661．0士 3．0

83；O± 16．0

83．5± 8．5
85 ．0 士 1．0

75 ．5 ± 0曹5
90．5± 16．5

108 ．5±：2．5
85．5± 12．5

93．5± 8．5

97 ．5 ：ヒ 16．5
163 ．0± 2．0
112 曜0 土 10．0

129 ．5± 19．5

153 ．5士 20．5

183．5± 1。5
167 ．0 士 29．0

129 ．5 ± 19．5

153 ．5 ± 20 ．5

183．5士 1．5
167 ．0 ± 29．0

LSD （＜O．05 ） 51．1 58．0 58．9 112 ．7 112 ．7

平均 値 士 標 準誤 差 （n ＝2）　 単位 ：本／1m
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第 4 表 草丈 の 推移

実験区 調　査　 日

6！30 7／16 7／27 8／12 9！14

2005 　 LP40

2003 　 しP40

2005 　 BBO56

2003 　 BBO56
2005 　湛直

2003 　 湛 直

32．6± 0．9 

39 ．0 ± 1。8
34。2土 1．2

34．6」：1．0

37．4 ± 1．3cm
44 ．4 ± 1．6

39．8土0．8

41．0±0．9
44 ．8 ± 1．8

48 ．0士 1．3

73曹0± 2．6 

70．4士 2．5

80囓4 ± 2．5

66 ．6 士 0．9

62．8士 2．4

62．8 ± 2 ．0

85．0士 1．0 

87．8士 0．8
97．4± 1．4

79 ．8± 2．4

84．4 ± 0．4

81 ．6 ± 2 ．0

109．0±2．3 

110．4± 2．1

120．4 士 3．6

10Z．0士 1．8

103．O± 2．4

109．4 ± 2．Z

しSD （P＜0．05 ） 2．93 3，53 5．93 4．26 6．83

平均値± 標準誤 差 （n − 5 ）

第 5 表 葉色 （SPAD 値） の 推移

実験 区 調　査　日

6／30 7！16 7／27 8！12 9／14

2005 　 LP40

2003 　 LP40

2005 　 BBO56

2003　 BBO56

2005 　 湛直

2003 　湛直

35．6±0．7
38．7± 1．0

34．9± O．4

33．8± 0．9

34．9 ± 0．7

37．5±O．7
33．8 ±0．6

35．2±二〇．4

38．7士 1．1

40．6± 0．8

39．3± 0．8

39．0士 1．0

39．7±：0．5

38．0士 1．0

39．2士 1．6

38．4土 1．5

36．0士 0．6

37甲4 ±0．9
37．5±：0．6

32．7± 0．6

34．2± 1．4

32．4土 0．5

34．6土 1．2
31．4± 0．6

33．8 士0．8

31．5± 1．2

31．8 ± O．3

31，6± 1−2

しSD （P＜ 0．05 ） 2．4 2．2 3，3 3．0 2．7

平均値 ± 標準誤 差 （n ＝5）

に 示 した，MH2003 の 倒伏抵抗値 は ，
　 LP 区 で 158．5g／株

を 示 した の に 対 し，BBO56 区 で は 216．8g／株を示 し有意 に

大 き く，BB 肥 料 を 施 用 し た 栽培区 で は 倒 伏抵抗値が 大 き

くな った．LP 肥 料 を 施 用 した MII2005 の 倒伏抵抗値は177．

3g／株 で あ った の に 対 し ，
　 BBO56 区で は 185．99／株 を示 した

が ，統計 L の 有 意 な 処理 間差 異 は認 め ら れ な か った，LP

肥料 を施用 した 場合，MH2005 の 方が MH2003 よ りも倒伏

抵抗値 が 大き い 傾向 が認 め られ た が，BBO56施用 の 場合 に

はMH2003 の 倒伏耐性 が MH2005 よ り も有意 に 高 か っ た．

単 純 平均化 して 評価す る と，MH2003 の 倒伏耐性 は相対 的

に 大 き い と 判断 で き る．

第 6 表　押 し倒 し抵抗値 の 変異

　　　　 1穂 あ た りの 押 し倒 し抵 抗値

実験区 押 し 倒 し抵 抗値 （g ）

2005200320052003ZOO52003LP40LP40BBO56BBO56

湛直

湛直

177 ．3 ± 8．5

158 ．5」：5．7

185 ．9 士 10．0
216 ．8 士 6．3

219 ．8± 15．7

157 ，7 ± 6．3
LSD （P〈0．05 ） 26．1

5 ．収量 お よ び 収量 構成要 素

　収量 お よ び収量 構成要素を第 7表 に 示 した．乾田不耕起

直播F1 品種 の 収量 は 500kg／10a未満 と な り，1999年 の 収

量 レ ベ ル は高 くは な か っ た．本実験 の 生育期間全般 に わ た

り葉色 が 薄 く （SPAD 値 が小 さ い ）推移 し，茎数，穂数 お

よ び 1穂 もみ 数 が 減少 した こ とが 収量低下 の 主 な 原因 と考

え られ た ．1998年 に お け る F1 品種 の 移 植 栽培試 験 で は ，

677kg／10a （MH2003 ） と，623kgf10a （MH2005 ） の 収量

性 を示 して い た が （鯨等，1999），1999年 の 慣 行移植栽培

試験 に よ るF1 品種 で は，485．6kg／10a （MH2005 ） と513．5

kg／lOa （MH2003 ） と，低 い 収量性 を示 して い た （鯨 ら ，

2000）．

　比 重 1．e6で 選 別 した登熟歩合 は，　 MH2005 の LP 区 で 77．6

平均 値 ± 標 準誤 差 （n ＝5 ）

　　　　押 し倒 し抵 抗値 の 品 種 の 違 い

品種 押 し 倒 し抵 抗値 （g ）

2005 　 全 体

2003 　全体

181 ．6187
．6

％，BBO56区で は 85％ で あ っ た．　 MH2003 で は ，　 LP 区が

80．1％ で あ っ た の に 対 しBBO56 区 で は 88．4％ を 示 し た． 1

穂 の 枝梗位置 の 違 い に よ る登熟歩合 を，詳細 に 検討 し第 8

表 に 示 した． 1穂 の 枝 梗 の う ち，上位 3 本 の 枝梗 を上 位，

下位 3 本 の 枝梗 を 下 位，残 りの 枝梗 を 巾位 と し て ，枝梗 の

位置別 に よ る 登熟歩合 を比 重 選 に よ り調査 した ．比重 1．06

で 調査 した 場合，下位 の 枝梗 で も高 い 登熟歩合 を示す傾向

が 認 め られ た．比重 1，16で 選別 した場合で も ， MH2005 の
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第 ア 表　収量 お よ び収 量 構成要素

実験区 粗 玄米 重

（9 ！  ）

　 穂 数

（本 ／株 ）

1穂粒数　　登 熟歩合 （％ 》　 登 熟歩合 （％ ）

　　　　　　［〔1＝1．06エ　　　　［d盟1．16］
千粒 重

（9 ）

20052003200SZOO32005200320052003LP40LP40BBO56BBO56

湛 直

湛 直

移植

移植

446 ．2469
。0442

．1423
．411Ade14

．3 曹

485 ．6513
。5

10．010
、18

．957
．05s
．96
．712

．011
．5

1111011111151139313313777 ．680

．185
．088

．493
．992

．591
．994
．6

35 ．767

．863
．272

．156
．870

．773
．785
．2

18．520

．518
．721
．119
．OZO
．52020

．9
承
9／株

第 8 表　登熟歩合 の 処理間差異

　　　　　　　　 登熟歩合 （d＝1．06） 登熟歩合 （d ＝1．06）

実験区 上位 中位 下位 実験 区 上 位 中位 下 位

2005200320052003200520032005ZOO3LP40LP40BBO56BBO56

湛 直

湛 直

移 植

移 植

82．181
．197

．389
．792
．593
．896
．496
．0

78 ．179
．383
．288
．389
．990
．790
．994
．8

71 ．083
．080
．186
．B86

．596
．292
．392
．4

2005 　LP40
2003 　LP40
2005 　 BBO56
2003 　 BBO56

2005 　湛 直

2003 　湛直

2005 　移植

2003 　移植

38 ．88LO73

．1
田 ．764

．169
．085
．691
．7

39 ．465
．261
．970
．150
．473
．270
．483
．1

Z3．761
．251
．464
．448
．862
．270
．383
．8

単位 ：％ 単 位 ：％

第 9 表 玄米 お よ び精白米 の 外観 品 質

外観品 質 （玄米）

実 験 区 良 質 粒 （％ ｝　未 熟 粒 （％ ）　 被 害 粒 （％ ）　 死 米 （％ ）　 着色 粒 （％ ）　胴 割粒 （％ ） 格付 け

2005200320052003ZOO52003ZOO52003しP40LP40BBO56BBO56

湛直

湛 直

移植

移植

68．879
．076
．983
．082
．388
．37

ヨ．493
。8

20．912

．616
．88
．510
．82
．92z
。43
．1

9482403267386802 19335797響
　

，
　

．
　

■
　

●
　

，
　

冒
　

曹

30200030 3

」

200

』

02

000

　

　

0

　

0

1．61
．61
．ZO
．610

．60

．30
．7

BABSSAAB

目標値 80以上 10以下 5以下 5以下 0 3以 下

格付 け基 準 　　　　　　　　　　　　　　　　　GS −2000 ；静 岡製機

　 S ：全 て が S ラ ン ク の 場合

　 A ： B 。C ラ ン クが な く、1 つ で もA ラ ン ク が あ る場 合

　 B ： C ラ ン ク が な く、1 っ で も B ラ ン ク が あ る場合

　 C ： 1っ で も C ラ ン ク が あ る場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外観品質 （精白米）

実 験区 白 度 良 質 粒 （％）　粉 状 質 （％ ）　被 害 粒 （％ ）　 轄 色粒 （％）　胴 割粒 （％ ｝ 格付 け

20052003200520032005200320052003LP40LP40BBO56BBO56

湛 直

湛 直

移植

移 植

35．036
．636
．136

．036
．534
．837
．137
。0

93 ．796
．594
．098

．394
．999
．194

．999
．1

5．53
．S5
．91

．75
．TO
．85
．10
．9

潟

OjOOjOO

O

O

　

O

00000000 0．60
．40
．10

．60
．300

．50
．1

SSSSSSSS
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第 10表　玄米お よび精白米 の 食味関連成分 量

　　　　　　　　　　　　　　　　　 食味成 分 ・特性 （玄米）

実 験区 7k 分（％ ）　 タ ンパ ク（％）　 ア ミ ロ
ー

ス（％ 〕　 脂肪 酸度 （％） 老 化性 （％ ｝　 ス コ ア　　総合評価

2005 　　しP40

2003 　 LP40

2005 　BBO56

2003 　 BBO56

2005 　 湛 直

2003　湛直

2005 　移植

2003 　移植

16．015
．915
．716
．115
．915
．815
．715
．6

3111266599998888 19．319
．z18
．719
．Z19
．819
．519
．018
．8

505020502ZZ2Z211 633363Z488888887 4786613755556666 CCCCBBBB

食味成分 ・特性 （精白米）

案 験 区 水分 （％ ）　 タ ンパ ク ｛％ ）　 ア ミロ
ー

ス （％）　 老 化性（％）　　 ス コ ア 格付け　 　総合評 価

2005 　 LP40

2003 　　LP40

2005 　BBO56

2003 　BBO56

2005 　 湛 直

2003 　 湛直

2005 　移植

2003 　 移 植

15．515
．415
。315
．615

．315
．114
．915
．0

8．57
．77
．87
．97
．47
．97
．67
．6

2α 520

．220
．220
．120
，320
．619
．819
，8

3Z323408888888

區

7

5Z11303556666666 CBBBBBBB CBBB

臼

BBB

LP40 区を 除 い て 比較的高 い 登熟程度 を 示 し て い た ．本試

験で は ， 施肥窒素量 が不足 した 生育環境 で あ っ た こ とは 既

に 述 べ た が ， 施肥 量 を十分 に 与 え た 場合，こ れ ら の F1 品

種は高い 登熟特性を示す こ とが示唆 さ れ る． 1穂の 下位枝

梗籾 の 登 熟程度 と根 の 活力 との 問 に は密接 な 関連性が あ る

との 指摘 が あ る が （王 ，1992，1995），根 の 活性と登熟との

関連性 に 関 す る 考察 は 今後 の 継続課 題 で あ る．

6 ，食味成分 分 析

　近赤外食味分析計 （静岡製機，GS −2000）を用 い て ，玄

米 お よ び精自米の 食 1昧成分 （第 10表） と外観品質 （第 9表）

の 評価 を行 っ た．玄米 の 外観品質で は，良質粒歩合 が低 か っ

た．精米後 の 外観吊質で は 良質粒歩合 が高 くな っ て い たが，

こ れ は 当然 の 結果 と 判断 さ れ る．玄 米 の 食 味成 分 と して は，

タ ン パ ク 質含有 量 が 9，0％ 以 ［1と高 い 値 を 示 し， ア ミ ロ
ー

ス 含有量 も19％前後 の 値 を zj・

”
して い た が，精白米 の タ ン パ

ク含量 は 8％ 前後 の 値 と な っ た．食味成分 を 評価す る 分析

機器 は 複数 の メ
ー

カ
ー
か ら販売 され て おり，同

一
サ ン プ ル

で あ っ て も測定機種 の 違 い に よ っ て 異 な っ た値 が 表示 さ れ

る こ とが
一

般的で あ る．本試験 で 用 い た静岡製機 の 食味計

で 示 さ れ る数 値 は，他 の 機 種 （例 え ば，ケ ッ ト） で 測 定 し

た値 よ り も高 い 値 で 表示 され た．食 味 に 関 わ る評 価 を 食 味

計 の 数値 で 表示 し，更 に ラ ン キ ン グ付 け す る こ と の 問題 点

は，こ の よ うな 事例 か らも指摘 さ れ る と こ ろ で あ る．食味

と タ ン パ ク質含有量 と の 関連性 に つ い て は，タ ン パ ク 顆粒

の 問題 が あ る．タ ン パ ク 顆粒 1 と H （PI・otein 　 Body 　I

and コ ） は胚乳 の 中に 含まれ，タ ン パ ク顆粒 皿 （Pro しein

Body 皿 ） は　胚 や糊 粉層 に 含 ま れ て い る．精白米 を 炊飯

して 食 べ る場 合 に はProtein　BQdy 皿 の 含有量 は 無関係 と

な る た め，絶対値 と して 表示 さ れ る 玄米巾の タ ン パ ク 含有

量 の 評価 は複雑 に な っ て くる．本試験 で 用 い たF1 品種 は

短粒吊種 で あ り，食味成分分析 の 結果 に か か わ らず，炊飯

米 の 官能検査 で は 高 い 評価 が 得 られ て い る．

　本試験 の 結果，北陸地方 に お け るFl 品種 の 乾 田 不 耕起

直播栽培は可能で あ る と考え られ た．本試験 に 供 した F1

品種 （MH2003 ，　 MH2005 ） は倒 伏 耐 性 に 優 れ る ば か り か

登 熟特性 もよ い と判断 さ れ，こ れ らの 特件 が 直播栽 適 性 に

関連 して くる と判断 され た．MH2005 の 場合 に は，　 LP 肥

料 の 施用で 草丈 の 抑制効果 が 認 め られ，使用す る 肥料 の 選

択枝 に よ っ て 倒伏 に 影響 す る草丈 の 抑制 が可能 で あ る こ と

も示 され た．本試験 で は収量性 が 低 か っ た．こ れ は，前述

の 通 り施肥絶対量 の 不足 に 起因 した葉色 の 低下，穂数 と 1

穂 もみ 数 の 不 足 が 原 因 で あ っ た こ と か ら，施 肥 量 を 増 加 さ

せ る こ と に よ る収 量増 加 は 確 実 に 可 能で あ る と判断 され る．

1穂 の 下位枝梗籾 （下位 か ら 3 本） の 登 熟歩合 と根 の 活性

と の 関速性 に っ い て は，現在精査中で あ る．
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